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宍道湖の夕景
時がたつにつれ様々に表情を変える夕景の美しさは絶景で、湖面

を赤く染める夕日に浮かび上がる嫁ヶ島のシルエットでクライマッ

クスを迎えます。

周囲には、袖師地蔵や青柳楼の大灯篭（お加世灯篭）もあり、湖

上から夕日を眺めるサンセットクルージングを楽しむこともできます。

夕日と嫁ヶ島

はくちょう号青柳楼の大灯篭袖師地蔵



9月定例会
平成26年 9月10日～10月 6日

補正予算案・平成25年度決算など
44議案を原案どおり可決、認定

9月定例会は、一般会計1件、特別会計3件、公
営企業会計4件、計8件の平成26年度補正予算案
のほか、条例案件11件、一般案件4件、委員会提
出案件1件、議員提出案件3件を審議し、全議案と
も原案どおり可決しました。また、平成25年度の
決算17件については、決算特別委員会を設置し、
決算審査を行い、全件認定しました。

一般質問には、18名の議員が質問を行い、人口
減対策、拠点連携型まちづくり、中核市移行、原子
力発電、防災対策など都市の形成に欠かせない問題
や認知症対策、駅前地下駐車場問題、全国学力・学
習状況調査について等々、市長及び執行部の見解を
問いました。

平成26年度補正予算

一 般 会 計　3億5,369万円の増額補正
市営庭球場改修事業、城山公園の桜再整備事業
予防接種事業（水痘ワクチン・高齢者肺炎球菌予防）　　　　
多様な担い手育成支援事業など

特 別 会 計　2億5万円の増額補正
介護保険事業、簡易水道事業など

公営企業会計　2,190万円の増額補正
自動車運送事業・下水道事業・駐車場事業の増額、水道事業の減額

主 な 条 例

松江市斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正 （平成27年4月1日施行）
松江市斎場の管理を指定管理者に行わせることとし、使用料の見直しを行うもの。

松江市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について（平成27年4月1日施行予定）
家庭的保育事業や小規模保育事業等で行う保育の水準を確保するため、事業者に対して市が行う認可の
基準（職員の資格・員数、乳幼児の適切な処遇・安全の確保等）を、国の基準に基づき定めるもの。

松江市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の制定 （平成27年4月1日施行予定）

特定教育・保育施設（幼稚園や保育所等）や、特定地域型保育事業（家庭的保育事業や小規模保育事業
等）に対して給付費を支払うため市が行う確認の基準を、国の基準に基づき定めるもの。

松江市水道給水条例の一部改正 （平成27年1月1日施行）
上水道の料金体系を見直し、市町村合併以降異なっていた料金体系や算定方法、徴収方法を統一するも
の。収入における基本料金と給水料金の割合を従来の2：8から4：6に改め、徴収方法も2か月ごとの検
針で毎月料金徴収とするなど。

人工芝の張替を実施（市営庭球場）
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平成26年9月定例会中において、議長、議会選出監査委員を除く31名で構成する決算特別委員会で、平

成25年度一般会計、特別会計、公営企業会計を審査し、事業経過と結果・今後の方針等について活発な質疑

を展開し、その結果全会計とも認定しました。　以下、主な点について報告します。

一般会計では、主要産業の観光振興事業、ものづ

くり産業支援事業、子育て環境日本一を目指す事業、

介護事業支援等の福祉施策、国の経済対策をはじめ

とする事業（橋の耐震化、トンネルの診断、小学校

の大規模改修事業等）についての質疑や意見が多く

ありました。

一般会計決算状況

　　　 　平成25年度 　平成24年度 差額（H25年度−H24年度）

歳入決算額 1,001億828万1千円 973億5,808万5千円 27億5,019万6千円

歳出決算額 993億9,490万2千円 968億4,548万2千円 25億4,942万円

差額（歳入－歳出） 7億1,337万9千円 5億1,260万3千円 2億77万6千円

決算特別委員会の審査結果と委員会としての意見は以下のとおりです。

一 般 会 計 　	 　認　定（賛成多数）

（意見）◆�依然として経常収支比率が高く推移しており、財政構造の硬直化が心配されるところである。人口

動態の変化や将来推計などを十分に分析活用するなど、社会・経済の変化に的確に対応し、更なる

財政健全化に向け努力されたい。

◆�地方交付税交付金が減少するなか、経常収支比率悪化の要因であり、増え続ける扶助費など社会保

障関係費について、精査されたい。

◆�緊急経済対策事業などの交付金事業については、その目的、効果が更に高まるよう、早期に積極的

に推進するよう努められたい。

◆�いつでも、どこでも起こりうる災害に対して、住民の安心と安全を最優先したまちづくりに努めら

れたい。

◆�重要な資源である宍道湖・中海の浄化対策及び藻を含む環境対策に積極的に取り組まれたい。

◆�ものづくりアクションプランの推進と産業支援センターの充実を更に図り、後継者づくりや販路開

拓、製品開発支援に努められ、雇用創出と定住化を強化されたい。また、林業においては、森林を

維持保全し利活用を図るため、木質バイオマス燃料の供給など、木材の有効利用を促進し、森林整

備の加速化を図っていただきたい。

◆�引き続きリピーターを含めた観光誘客と宿泊客数250万人達成をめざして取り組んでいただきたい。

◆�電源立地地域対策交付金については、引き続き人件費などの経常経費への充当は極力抑え、過度に

依存することにならないよう配慮されたい。

平成25年度決算審査

子育て環境日本一を目指して（市内保育園の運動会）
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特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計　	 　認　定（賛成多数）

（意見）◆�今後も保険料の値上げが予想されるところであり、被保険者に大きな負担がかからないよう、抜本

的な制度改革がなされるよう、国、県に引き続き要望されたい。

簡易水道事業特別会計　	 　認　定（賛成多数）

（意見）◆�2年後には、上水道事業と統合になるが、採算が困難な事業であり、財源確保について引き続き国、

県へ強く働きかけられたい。

駐車場事業特別会計　	 　認　定（賛成多数）

（意見）◆�駅前地下駐車場が、県都松江市の玄関口として活かされるよう更に検討されたい。

企 業 会 計

水道事業会計　	 　認　定（全会一致）

（意見）◆�2年後には簡易水道との統合が予定され、また水道管の耐震化のために多額の経費が必要となり、

水道料金への影響は避けられない状況である。利用者の立場に立って更なる経営の効率化に努め、

持続可能な水道システムの構築を進められたい。

◆�地下水利用者の対策についても検討されたい。

病院事業会計　	 　認　定（賛成多数）

（意見）◆�依然として多額の企業債もあり厳しい状況のもと、更に経費の節減、業務の効率化に努められたい。

◆�未収金の回収と発生防止にも努められたい。

◆�今後もがんセンター設置など松江らしさを明確にした施策を展開されたい。

以下認定

特別会計 	 宍道国民健康保険診療施設事業、後期高齢者医療保険事業、介護保険事業、

	 住宅新築資金等貸付事業、企業団地事業、公園墓地事業、鹿島町恵曇・講武・御津・佐太財産区

企業会計 	 下水道事業、ガス事業、自動車運送事業、駐車場事業

平成25年度決算の財政指標等

平成25年度 前年度比 早期健全化基準

経常収支比率 90.2 ±0

財政力指数（3カ年平均） 0.558 ＋0.007

実質公債費比率 ※1（3カ年平均） 17.6 ▲0.8 25.0

将来負担比率 ※2 154.6 ▲24.4 350.0

地方債残高 ※3（一般会計） 1,309億7,582万8千円 ▲48億8,340万3千円

債務負担残高（一般会計） 155億3,568万9千円 ▲30億5,501万1千円

前年度に比べて、実質公債費比率（※1：資金繰りの危険度を示す指標）が0.8ポイント減、将来負担比率（※2：

将来の財政負担の大きさを示す）が24.4ポイント減と改善しています。また、地方債残高（※3：市の借入金

残高を示す）も、前年度に比べて約49億円の減となっています。
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・拠点連携型まちづくりについて
・中心市街地活性化について
・経済対策について
・水道問題について
・屋外広告物条例について

地域9地点のまちづくり実施状況は
市長は施政方針において、中心市街地への集積と周辺
部の拠点化により機能分担を進め、市街地はにぎわい創
出や居住環境整備、ＩＴ技術の活用で新しい街を再構築
し、周辺は生活機能を集積し効果的に総合交通体系と地
域情報のシステムを中心市街地とシームレスに接続、円
滑に機能させたいとのことだった。平成23年当時の市
長の思いとその後の取り組みは本気度がうかがえないが、
思いを問う。

合併後率直に申し上げ進捗していない
拠点連携型のまちづくりは進捗していない。コンパク
トシティー論でいくと、合併した地域の切り捨てになる。
整備が進んでいる乃木地区等もモデルとしたいと思った
が、ご指摘のように私の指導・指示が足りなかったと思う。
今回の線引き見直しの議論に合わせ、拠点の具体的イメー
ジを提起している。

質 問

回 答

・大規模水害の対応について
・原子力発電について
・人口減少問題
・市営住宅借り上げ事業
・台湾・インドとの交流
・松江水郷祭

大規模水害の対応「避難情報の伝達」
災害時の住民避難をいち早く促すために、携帯電話へ
の本市の防災メールは大変有効である。本市の防災メー
ルの登録数はどの程度か伺う。
また、高齢者の登録が難しいと思うが、ぜひ登録率の
100％を目指して、地域で防災メールに登録していただ
く行動を取っていただきたい。

研修会ＨＰ等で防災メール登録の推進
松江市の防災メールの登録については、8月末時点で

7,400名である。ただ、東日本大震災あるいは本年の各
地で発生した風水害等の災害発生を受けて、登録者数が
増加傾向にある。メールの内容は、マーブルテレビの文
字放送、民間団体のＨＰへも転送している。今後、出前
講座あるいは各種研修会、ＨＰ、パンフレット等を利用し
て、防災メールの登録を呼びかけていきたいと思っている。

質 問

回 答

・隠岐汽船の寄港地問題について
・人口減対策と地域活性化について
・学力テスト問題について
・中核市指定について

中核市への移行には議会にも説明を
市長は中核市の指定を受けたい旨発言された。市が新
たな権限を持てば、医師など多くの専門職員や施設の確
保に加え、運営に莫大な経費が予想される。市民にとっ
てのメリットは何か、財源の保障はあるのか等検討すべ
き課題は多い。議会とも十分な協議が必要と思うが、ど
のように取り組まれるか。

絶好のチャンス、逃がしてはならない
中核市になれるのは島根県では松江市だけだ。中核市
となれば保健所機能を持つことになるが、市民の健康問
題に県よりもきめ細かく対応できると思っている。また
人口減少問題に取り組むにも中海・宍道湖圏域を引っぱっ
ていくにも指定されることが松江市の責務である。費用
対効果の問題ではない。近く専任部署を設置して、課題
はあるが積極的に県との調整を進めていく。

質 問

回 答

・人口対策・地域活性化
・中核市移行
・まちなか居住の推進
・合併算定替えの廃止への対応

地方の活性化には女性が鍵であるが
人の半分は女性である。その半分の人が生き生きと過
ごし、家庭のみならず社会での役割を担い、生産活動に
も従事することなどによって、地域がより活性化するこ
とが期待される。地方の活性化には女性が鍵である。松
江の現状や環境はどうか。何から始める必要があるのか。
女性の社会進出について、市長の考えを伺う。

女性リーダーの発掘、育成が必要
育児をしながら働く割合は、全国平均52.4％に対し
松江は71％で全国2位、しかし女性管理職登用は1割
程度で全国的にみてかなり低い状況。女性の力、発想を
組織や地域で発揮していくことが極めて大事。このため
に次代を担う女性リーダーの発掘、育成が必要。積極的
に女性を登用している企業を認証して広く紹介する取り
組みも今後行いたい。

質 問

回 答

会派代表質問

会派代表質問

9月定例会 一般質問
市政のここが聞きたい　18人の議員が質問 9月定例会では、9月16日から9月18日までの3日

間にわたり一般質問を行いました。
質問をした議員本人が通告した項目の中から一つ
選び、要旨をまとめたものを掲載しています。

会派代表質問

会派代表質問
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・認知症支援の充実について
・住民票等の第三者取得に係る本人通
知制度について
・教育問題について
・交通政策（バス問題）について

認知症に特化した行動計画を策定する	
必要があるのではないのか

認知症の早期発見、早期対応をはじめ、その進行予防
や、介護する家族への支援、地域での見守りなど、今後、
認知症に関連する施策を有機的かつ効果的に実施してい
くために行動計画を策定するべきではないのか。

介護保険事業計画策定委員会の中で	
検討したい

今後も認知症の高齢者は増加していくことが見込まれ
るので、現在策定中の第6期の介護保険事業計画の中で
も重要施策の一つとして位置づけをしていきたい。この
策定委員会の中で、行動計画の策定についても検討して
いきたい。

回 答

回 答

・広島土砂災害の教訓からの防災対策
・線引き制度の存廃
・ゼロ予算事業の推進と市職員提案
・子どもの貧困対策の対応

広島土砂災害の教訓から、	
今後どのような対策強化をなされるのか

広島市の大規模土砂災害を受けて、松江市としてはど
のような課題があると認識され、今後どのような対策強
化をなされるのか。

地域主体の取り組みを検討したい
島根県からは、特に防災メールの登録推進、早目の避
難勧告発令、ハザードマップによる危険個所の注意喚起
等を行うように注意を受けている。松江市としては、市
民一人一人の自発的な行動につながるようにすることが
課題であり、減災の観点から、自分の身の回りのどこに
どのような災害リスクがあるのか、そしてどのようなタ
イミングでどのような避難行動をとるべきなのかなどに
ついて考えていただくように、地域主体の取り組みを検
討したい。

質 問

回 答

・市長の政治姿勢
・原発問題
・水道料金問題
・駅前地下駐車場問題
・人権施策

災害対策の財政支援を国に求めよ
島根の土砂災害危険個所は、広島に次いで全国２番目。
広島の土砂災害の教訓を生かす必要がある。
夜間の豪雨を想定しての避難計画の策定、避難訓練の
実施の検討、災害対策の国による財政支援措置を求めら
れたい。

支援制度の創設を求めていく
基礎調査で、（松江市における）土砂災害特別警戒区域
は2,645ケ所あるが、指定はされていない。
夜間の避難計画の策定・訓練の実施については、法の
改正等により必要となった場合は、考慮していきたい。
夜間の避難訓練は、危険が伴うし、種々の配慮が必要な
ので、今後研究したい。
国の財政支援制度は現在ない。今までも制度の創設を
要望してきたが、今後も機会あるごとに県を通じて国に
要望していきたい。

質 問

回 答

・宍道湖（中海）での漁業振興、水質
改善
・農業における振興策と課題、対応策
・大橋川改修事業進捗状況と社会実験
・下東川津地区のまちづくり・拠点都
市計画
・松江バイオマス発電所及び関連事項

宍道湖の湖底耕運や水草、藻の除去に	
対応可能な大型船の開発が必要

昨年市の支援を受け、宍道湖漁協で湖底耕運機器を購
入され効果も出ているが、宍道湖全体をカバーするには
大型船の開発が必要と考えるがいかがか。

早期に実施できるよう漁協、島根県、	
出雲市と連携し積極的に支援していく

宍道湖の漁業振興を図るためには湖底環境改善や水草、
藻の除去等の課題も含め、効果的、効率的な対策が必要
だが、現在国において「浜の活力再生プラン」の策定を
推進している。漁協では内部委員会を設置し、島根県、
松江市、出雲市で構成する地域水産業再生委員会を立ち
上げ、年度内のプラン作成を目指している。湖底耕運機
器の導入や水草除去対策を始め効果的なものから早期に
実施できるよう、島根県、出雲市と連携し、積極的に支
援していく。

質 問

回 答

会派代表質問 会派代表質問

6 まつえ市議会だより　2014.9月定例会

※会議録は松江市議会ホームページ（http://www1.city.matsue.shimane.jp/gikai/eturan/gikai-12.html）でご覧いただくことができます。



野
の

々
の

内
うち

　誠
まこと

� （松政クラブ）

森
もり

本
もと

　秀
ひで

歳
とし

� （市民クラブ）

石
いし

倉
くら

　徳
のり

章
ふみ

� （真政クラブ）

長
は

谷
せ

川
がわ

修
しゅう

二
じ

� （公明クラブ）

・新市域における今後の振興策につい
て
・支所管内の公民館体制について
・危険ドラッグへの対策について
・地酒で乾杯を推進する条例の制定に
ついて

地域協議会後の代わりの組織とは何か
合併後に混乱を生じさせないために設置された地域協
議会の設置期間は概ね10年と定められているが、地域
協議会がなくなった後は、その地域においてどのような
地域振興を行い、意見聴取をする考えか。代わりの組織
がないと、地域全体の取りまとめができなくなり、市に
も地域にも損失である。

公民館運営協議会を後継組織とする
地域協議会は10年経って廃止することは納得いただ
いている。廃止後の地域の声の反映は、各地域の公民館
の運営協議会が後継の組織として機能させていただきた
いというお話しをし、各運営協議会の会長にもご理解を
いただいている。今後、この運営協議会や運営協議会を
形づくっている諸団体が一体となってまちづくりや課題
の提起といったことをやっていただければと考えている。

質 問

回 答

・キャリア教育
・駅前地下駐車場

駅周辺のにぎわい創出が必要。	
テルサ１階フロアを活用してはどうか。

駐車場として長く継続していくためには、人が集まる
仕掛けを作るなど、駅周辺のにぎわいを創出することが
必要。テルサ1階フロアを中心ににぎわいを創出する活
用策を考えてはどうか。

おもしろい提案である。	
駐車場利用客増に結び付けたい。

大変おもしろい提案と思う。テルサ1階部分は外から
入りづらい面もある。最近、駅周辺で新しい店が出店され、
人の行き来も多くなっているので、駅周辺の皆さん方と
連携した事業を行うなど、駐車場利用客を増やしていく
ことに結び付けたい。

質 問

回 答

・東京一極集中の排除と地方創生につ
いて
・人口減少対策と地域活性化について
・原子力発電所再稼働問題の関連につ
いて

現役引退組を中心にふるさとに呼び戻す
政策はどうか。夢ある政策の実現は

東京圏では将来介護施設が大幅に不足する。現役引退
者を中心にふるさとへ呼び戻す政策はどうか。行政が民
間と共に推進すべきと考えるが。地域活性化においては
将来を見つめ、夢のある思い切った事業で観光や雇用の
推進を図るべきと思うが如何か。

雇用の場確保、処遇改善を官民共になり
実施したい。夢はテニスのメッカに

東京の高齢者を極力迎えたい。雇用増、若い人たちの
定着につながる。そのために雇用の場確保や、処遇改善
を行政も民間と一緒になり推進せねばならない。夢ある
事業については、松江にあるものを今一度見つめ直し良
きものを創ることと、松江を世界に売り出していきたい。
錦織圭選手の活躍を機に、例えばテニスのメッカにする
気持ちで頑張りたい。

質 問

回 答

・認知症の予防対策
・感染症の予防対策
・避難所の安全度と環境衛生対策
・読書の推進策
・アレルギー疾患対策基本法への対応

松江市の認知症の予防対策と	
今後の展開について伺う

軽度の認知症を早期に判断し、予防プログラムで運動
をすると良いと言われているが、松江市の認知症の予防
対策と今後の展開について伺う。

認知機能向上プログラムやもの忘れ等診察、
予防効果のある方法を実施する

松江市では、認知機能向上プログラムで各種運動や教
室を開催し、医療機関とも連携し、もの忘れ等診察も実
施している。今後は、第6期介護保険事業計画策定委員
会の中で、認知症予防にさらに効果のある方法を検討す
る。

質 問

回 答
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・全国学力テスト結果公表の中止を
・中学校キャリア教育に自衛隊選定中
止を
・東出雲町限定の産廃紛争予防条例は
全市に広げて
・中小企業振興基本条例の制定を
・都市計画道路揖屋馬潟線の市道部分
の早期着工を

産廃紛争予防条例は全市に広げよ
東出雲町の産廃紛争予防条例は、産廃をめぐる町内を
二分する紛争の中から、2002年に議員提案で作った条
例である。合併して、東出雲町限定の条例となった。松
江市においては、馬潟工業団地内で産廃業者と住民との
新たなトラブルが起きている。この条例は、業者は住民
に設明した後に県に届け出ることにより関係住民との信
頼を得ることを目的にしており、松江市全体に広げるべ
きではないか。

来年3月31日で失効する方向である
この条例は、東出雲町との合併協議の際に大きな課題
となった。条例を松江市全体に広げることは、松江市に
は産廃を建てさせないことになる。業者は、県の指導要
綱と条例の手続きを行わなければならず、過度な負担を
与えることになり、来年3月31日で失効する方向で、
地元協議を行っている。

質 問

回 答

・認知症の方に対する「みまもり」支
援について
・オープンソースの公開と活用について
・地域福祉のまちづくりについて
・介護職員等による医療的ケア研修に
ついて

地区の第4次地域福祉活動計画を、	
地域福祉のまちづくりにどう活かすのか

地域で策定された地区の「第4次地域福祉活動計画」
は、地域課題の分析や今後のまちづくりに必要な視点を
持つ内容である。松江市の福祉施策と地域福祉のまちづ
くりにどう活かされるのかを伺う。

市の計画に出来るだけ反映させ、	
各福祉施策に最大限活かしていきたい

市内29地域が策定した地区の「第4次地域福祉活動
計画」は、第3次の計画に基づく情勢変化の分析等を行い、
地域として取り組むべき新たな課題が整理されている。
松江市全体の地域福祉計画、地域福祉活動計画(来年
度からの5カ年計画)に、出来る限り反映をさせて、今
後の本市の各福祉施策や地域福祉のまちづくりに最大限
に活かしていきたい。

質 問

回 答

・景気の現状について
・観光政策の更なる推進について
　（ＩＴ技術等の活用と利便性向上）
・インバウンド観光の更なる推進につ
いて（販売拡大と利便性向上）

空きビルを怪談小屋に改装して、	
活用してはどうか

商店街の空きビルをお化け屋敷に改装し、多くの方で
賑わっているという紹介があった。松江市独自の魅力的
な施設として、空きビルを怪談小屋に改装して活用して
はどうか。

古民家や空き家を利用した	
怪談イベントの実施を検討

松江市は、怪談のふるさと宣言を行い、新たな観光客
の開拓に取り組んでいる。4月に市内のお寺で実施した
松江怪談談義は、大変好評であった。
怪談小屋については、単に怖がらせるだけでなく、小
泉八雲が伝えた人間愛を底流にした怪談の魅力を伝える
ものとして、また、企画・募集した新作怪談の朗読の場
として、古民家や空き家を利用した怪談イベントなどの
実施を検討したい。

質 問

回 答

・原発再稼働判断と規制基準適合審査
について
・社会福祉法人に対する特別監査結果
について
・生活困窮者自立支援法に基づく事業
について

指定管理者の資格要件見直しを
保育所の指定管理を受ける社会福祉法人に対する監査
では、理事長のワンマン体質、低い人件費率等問題が指
摘されている。市の指定管理者制度運用ガイドラインの
資格要件について、施設特性に応じて定める要件のため
の視点として、公共性を有する施設にそぐわない不適切
な事業者の排除を掲げ、必ず規定する要件を明確に示す
必要がある。いかがか。

先進自治体事例を参考に研究する
指定管理者制度のガイドラインについては、今年の3
月に策定したものである。本市のガイドラインの内容に
ついては、先進自治体の規定と比較しても特に遜色はな
いと考えているが、定期的に検証し、修正を検討してい
きたい。資格要件の問題については、先進自治体の事例
も参考にしながら、研究をしていきたいと考えている。

質 問

回 答
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件　　　　　名 結　　果

委員会提出議案第3号 手話言語法制定を求める意見書について 原案可決（全会一致）

議員提出議案第3号 人口減少・超高齢社会に対応した施策の展開を求める意見書について 原案可決（賛成多数）

議員提出議案第4号 半島振興法の延長及び充実に関する意見書について　 原案可決（賛成多数）

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の通知について 可　　決（全会一致）

件　　　　　名 提 出 者 結　　果

請願第4号
集団的自衛権行使を容認する憲法解釈の変更を行わない
ことを求める意見書の提出について

憲法を活かす会
代表　古川　忠光

不採択

陳情第8号 手話言語法制定を求める意見書の提出について
島根県ろうあ連盟
連盟長　廣戸　勉

採択

陳情第9号 竹島の日の安全に関することについて 北垣　恵太郎 不採択

陳情第10号
原発事故時に重要となるスクリーニングの場所と対応を
明確にするよう求めることについて

阿部　晃雄 不採択

陳情第11号
軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定基準の改正などを
求める意見書の提出について

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本　久美子

−

※陳情第11号は、閉会後も引き続き審査を継続して行うことに決定しました。

委員会・議員提出議案等

請願・陳情の審議結果等

貴
き
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たに
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ま
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い

� （真政クラブ） 橘
たちばな

　 祥
よし

朗
あき

� （共産党議員団）

・男女共同参画（人権）と女性の活躍、
ＤＶ・暴力・虐待について
・児童クラブ指導員・保育士の処遇改
善と保護者とのコミュニケーション
・福祉・教育全般の人手不足と学力向
上問題
・原子力発電所の事故について

女性の人権問題についての姿勢と方針
安倍内閣は「女性の活躍」「男女共同参画」と「人権の
保障」に区分している。女性の活躍の保障は人権の保障
の上に成立するが、多くのＤＶ被害者は人権を侵害され
ている。東京都議会でのヤジ問題、ＤＶ・暴力・虐待など、
どのように把握されているのか、松江市の政策を伺う。

人権問題に積極的に取り組む
男女共同参画、女性の活躍については、一人一人の能
力を十分に発揮できる社会の実現が必要である。都議会
でのヤジ問題は個人の人権問題や女性議員の発言を封じ
ようとする許されない行為と思う。ＤＶ・暴力・虐待は
人権問題として許されるべきことではないと考えている。
今後とも関係団体と連携して、これらの防止に積極的に
取り組んでいきたい。

質 問

回 答

・美保基地問題について
・規制庁の安全基準について
・八束有線電話更新について
・国営中海土地改良事業により生じた
埋立地売却について
・八束町馬渡地区の死亡事故について
・隠岐汽船寄港地問題について

新機種配備に「事前協議」明文化を
米軍Ｃ－12による離着陸訓練が行われた。米軍の利
用により、基地機能拡張につながる。
また、美保基地への新たな輸送ヘリ配備について、地
元了解もなく概算要求を行い、中四国防衛局は県に対し
「事前協議」を申し入れたが、これでは、事後了解を押し
付けるだけ。新機種配備について「事前協議」を明文化し、
賛否を含めた、十分な協議期間を関係自治体や地元に保
証すべき。

事前協議の明文化を求める
今回の訓練は日常的なものではない、しかし、使用計
画については事前に時間的余裕をもって情報提供がされ
るよう求めた。
新機種配備を含めた事前協議については、県とともに
中四国防衛局に明文化を求める。あわせて、早い段階か
らの情報提供と事前協議を要望する。

質 問

回 答
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12月定例会日程
月 日 曜日 会 議 名

12

3 水
本会議（会期の決定、委員長報告・質疑、討論、
採決、提案説明）

8 月 本会議（一般質問）

9 火 本会議（一般質問）

10 水 本会議（一般質問、議案質疑、委員会付託）

11 木 総務委員会

12 金 教育民生委員会

15 月
経済委員会
建設環境委員会現地視察　

16 火 建設環境委員会

19 金
本会議（委員長報告・質疑、討論、採決）
閉会

議会事務局 総務課TEL 55-5432

ご存知ですか、自転車安全利用条例

〒690−8540 松江市末次町86
議会広報等特別委員会（松江市議会事務局）

電 話（0852）55−5433
ファックス（0852）55−5533
議会事務局メールアドレスgiji@city.matsue.lg.jp

ホームページアドレス
http://www1.city.matsue.shimane.jp/gikai/top.html

議会広報委員として、まず心掛けていることは、読
者である皆様にわかりやすい表現や、動きのある写真、
わかりやすいイラストの掲載を多く取り入れながら、
編集することです。とかく堅い表現になりがちな議会
だよりに目を向けていただくために、中を見開いて読
んでいただけるよう、委員全員で創意工夫をしており
ます。見える議会、議会活動の情報発信の要であると
の自覚を持って、今後も取材・編集に取り組んで参り
ます。

議会広報等特別委員会委員 長谷川 修二
午前はおおむね10時から、午後はおおむね1時から開催します。

ぜひ、お出掛けください。

定例会は傍聴することができます

松江市議会では、自転車の安全運転とマナーの向上を啓発するために、8月1日の松江市自転車安全利

用条例施行に合わせてＪＲ松江駅において街頭キャンペーンを行いました。また9月30日には、市内各

所にある主要交差点25か所において、自転車マナーアップ安全指導を行いました。

島根県市議会議長会研修会が、8月5日（火）
にウェルシティ出雲において、安来市出身の東
京大学大学院情報学環長・学際情報学府長の須
藤修教授による、「番号制度と住民サービスの
これから」と題して講演が行われました。
同講演では、マイナンバー制度の導入による
住民サービスへの影響と効用を、全国の先進都
市の事例を紹介しながら説明。今後の国並びに
地方自治体が、財政の運営や住民サービスの向
上を図るためには、マイナンバー制度をいち早
く取り入れ、官民各団体が保有するビッグデー
タと連携し合いながらの活用を模索すべきとの
内容の講演でした。

マイナンバー制度を学ぶ

●車道での左側通行
●歩道内での徐行運転
●携帯電話やヘッドホンでの「ながら運転」の禁止
●二人乗りの禁止
●夜間ライトの点灯
●子どものヘルメット着用
●交差点等での一時停止の励行
●飲酒運転の禁止

自転車安全運転のマナーとポイント（主なもの）

※その他自転車安全利用条例については、松江市議会ホームページをご覧ください。

ながら運転

車道での左側通行

二人乗り

10 まつえ市議会だより　2014.9月定例会


